
日
本
の
「
リ
ア
ル
」
を
探
る

　
展
覧
会
で
は
、
日
本
の
写
実
を
26
作
家

約
１
２
０
点
の
作
品
を
手
が
か
り
に
探
り

ま
す
。
明
治
期
の
松
本
喜
三
郎
た
ち
の
生

人
形
、
高
橋
由
一
の
油
彩
画
、
高
村
光

雲
の
彫
刻
な
ど
を
導
入
と
し
て
、
水
野
暁

や
小
谷
元
彦
ら
現
在
活
躍
中
の
作
家
に

よ
る
作
品
を
展
示
。
作
品
は
、
大
き
さ

や
素
材
、
技
法
も
異
な
り
ま
す
。
立
体
と

平
面
が
混
じ
る
空
間
で
、
作
家
が
「
リ
ア

ル
」に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。会
期
中
、関
連
イ
ベ
ン

ト
も
実
施
。
詳
し
く
は
、
市
美
術
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
会
期
２
月
11
日
㈷
か
ら
４
月
２
日
㈰

ま
で
の
10
時
～
17
時
。
入
館
は
16
時
30

分
ま
で
。
月
曜
は
休
館
。
２
月
11
日
㈷
、

25
日
㈯
、
４
月
１
日
㈯
は
19
時
ま
で
延

長
開
館
し
ま
す　
◆
入
館
料
一
般
１
０

０
０
円
、
65
歳
以
上
７
０
０
円
、
大
学

生
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料
。
前

売
り
券
６
０
０
円
。
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
で
販
売

問
久
留
米
市
美
術
館
（
☎
０
９
４
２
・

３
９
・
１
１
３
１
、
℻
０
９
４
２
・
３
９
・

３
１
３
４
）

リ写

実
ア
ル
の
ゆ
く
え

　
２
月
11
日
㈷
か
ら
久
留
米
市
美
術
館

で
「
リ
ア
ル（
写
実
）の
ゆ
く
え
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
明
治
期
以
降
の
日
本
の
絵
画

や
彫
刻
、
工
芸
に
お
け
る
写
実
表
現
が
、

現
代
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
再
考
さ

れ
て
き
た
の
か
を
探
る
展
覧
会
で
す
。

日
本
と
西
洋
で
異
な
る
「
写
実
」

　
日
本
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
仏
像
や
江

戸
期
の
自
在
置
物
な
ど
、
固
有
の
写
実

表
現
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
期
に
近
代

化
の
流
れ
で
、
西
洋
由
来
の
写
実
表
現

を
本
格
的
に
受
け
入
れ
ま
す
。
以
降
、

日
本
と
西
洋
の
異
な
る「
写
実
」が
日
本

で
混
在
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
結

果
、
高
橋
由
一
は
部
分
描
写
を
重
視
し

た
リ
ア
リ
ズ
ム
絵
画
を
生
み
出
し
、
高

村
光
雲
は
、
伝
統
的
な
日
本
の
彫
刻
に
、

西
洋
的
な
造
形
を
加
え
た
精
緻
な
表
現

を
試
み
ま
し
た
。
日
本
と
西
洋
の
「
写

実
」
が
交
わ
る
表
現
は
、
現
代
を
生
き

る
作
家
た
ち
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
現
代
作
家
の
七な

な
か
ら
げ搦
綾
乃
や
満
田
晴

穂
な
ど
の
彫
刻
作
品
、
本
田
健
の
油
彩

画
、
秋
山
泉
の
鉛
筆
画
な
ど
に
は
、
対

象
の
細
部
へ
の
こ
だ
わ
り
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

現
代
の
作
家
た
ち�

生
き
る
こ
と
、写
す
こ
と
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水野暁《日本の樹・二本の杉（白山神社／東吾妻町・伊勢の森／中之条町）》
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妊
娠
８
カ
月
目
に
面
談
も

　

市
は
、
妊
娠
届
出
時
と
出
産
後
に
保

健
師
や
助
産
師
な
ど
の
専
門
職
に
よ
る

面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら
新

た
に
妊
娠
８
カ
月
を
迎
え
る
時
期
に
面

談
を
実
施
し
ま
す
。
妊
娠
期
か
ら
出
産
・

子
育
て
期
ま
で
一
貫
し
て
、
妊
婦
や
そ
の

家
族
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
保

健
師
や
助
産
師
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
。
不

安
や
悩
み
を
聞
き
、
子
育
て
に
関
す
る

情
報
提
供
の
他
、
支
援
が
必
要
な
家
庭

に
は
、適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
ま
す
。

妊
娠
届
出
時
は
、
妊
娠
中
の
過
ご
し
方

な
ど
基
本
的
情
報
を
提
供
。
出
産
前
の

妊
娠
８
カ
月
目
に
面
談
し
、
不
安
な
く

出
産
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
寄
り
添
い
ま

す
。
出
産
後
は
、
乳
児
が
い
る
全
て
の

家
庭
を
訪
問
し
、
子
育
て
支
援
拠
点
や

産
後
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
妊
娠
８
カ
月
目
の
人
に
は
、
７
カ
月
ご

ろ
に
市
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
き
ま
す
。

電
子
申
請
で
回
答
で
き
ま
す
。
面
談
希

望
者
に
は
、後
日
、市
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

面
談
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
可
能
で
す
。

問
こ
ど
も
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
９
３
０
２
、

℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９
７
１
８
）

給
付
金
で
出
産
・
子
育
て
を
応
援

　

市
は
、
相
談
支
援
と
合
わ
せ
て
経
済

的
支
援
を
行
い
ま
す
。
妊
娠
届
出
時
に

出
産
応
援
給
付
金
と
し
て
妊
婦
１
人
に

５
万
円
、
出
産
後
に
子
育
て
応
援
給
付

金
と
し
て
子
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円

を
支
給
。
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

人
面
談
時
に
、
申
請
の
案
内
を
し
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
出
産
し
た
人

な
ど
も
対
象
で
す
。
対
象
者
に
は
、
２
月

下
旬
か
ら
申
請
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

問
子
ど
も
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
９
７
３
９
、

℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９
７
１
８
）

出産・子育て応援事業

妊娠から出産・子育てまで
切れ目なくサポート

　久留米市は、全ての妊産婦や子育て家庭が安心して出産・育
児ができる環境づくりを進めています。今回、相談支援と経済
的支援の取り組みを一体化した新たな取り組みを行います。

出産・子育て応援事業の流れ

保健師・助産師
による伴走型相
談支援

経済的支援

面談① 面談②

【出産応援給付金】

妊娠届出時 妊娠８カ月
ごろ（希望者）

面談③　　
赤ちゃん
訪問時

継続支援
育児期

妊婦1人5万円
【子育て応援給付金】

子ども1人5 万円

面談では、専門職に不安なことなども気
軽に相談できるので安心です
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